
雪
の
武
道
館
で

日
本
古
武
道
演
武
大
会
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日
本
古
武
道
協
会
設
立
三
十
五
周
年
記
念
第
37
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
（
主

催
＝
日
本
武
道
館
・
日
本
古
武
道
協
会
）
は
、
２
月
９
日
、
日
本
武
道
館
で
開
か

れ
た
。
大
会
に
は
日
本
古
武
道
協
会
加
盟
流
派
の
う
ち
、
35
流
派
が
出
場
。
持
ち

時
間
８
分
の
中
で
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
た
。

　

大
会
前
日
か
ら
当
日
早
朝
に
か
け
て
、
東
京
地
方
に
13
年
ぶ
り
の
警
報
が
発
令

さ
れ
る
ほ
ど
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
都
心
の
積
雪
量
は
20
年
ぶ
り
に
20
セ
ン
チ
を

越
え
た
。
そ
ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
１
７
０
０
名
の
古
武
道
フ
ァ
ン
が

日
本
武
道
館
に
詰
め
か
け
、
各
流
派
の
演
武
に
熱
視
線
を
送
っ
た
。

　

定
刻
の
午
前
10
時
半
、
大
太
鼓
の
音
が

会
場
に
鳴
り
響
く
と
、
三
藤
芳
生
日
本
武

道
館
理
事
・
事
務
局
長
が
開
会
を
宣
言

し
、
大
会
は
幕
を
開
け
た
。

　

国
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
主
催
者
を
代
表

し
て
、
松
永
光
日
本
武
道
館
・
日
本
古
武

道
協
会
会
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
古
武
道
は
日
本
の
武
道
の
先
祖
に
あ
た

り
、
先
人
が
武
道
を
大
切
な
も
の
と
し
て

広
め
て
く
れ
ま
し
た
。
一
時
期
、
武
道
が

禁
止
さ
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦

後
、
日
本
を
立
派
な
国
と
し
て
再
建
し
て

い
く
た
め
に
は
、
青
少
年
を
立
派
な
人
間

に
育
て
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
武

道
と
古
武
道
の
振
興
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
、
古
武
道
協
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
は
関
係
者
の
努
力
で
第
37
回
大
会

を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
会
の

皆
様
に
は
古
武
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く

の
人
に
見
せ
、
今
後
の
古
武
道
の
発
展
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
期
待
い
た
し

ま
す
」

　

次
に
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
・
日
本

古
武
道
協
会
理
事
長
が
挨
拶
。

「
私
は
日
本
に
最
も
大
事
な
三
つ
の
も
の

と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
一
つ
が
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を

第 37回日本古武道演武大会
日本古武道協会設立三十五周年記念

節
目
の
大
会
を

厳
粛
に
開
催



3 月刊「武道」　2014. 3

　演武始めを飾ったのは小笠原流弓馬術。蟇
ひき

目
め

の
儀を執行した。写真は「地の祓い」。意味はその
名のとおりである。小笠原流というと正面打起し
だが、この儀式では写真の状態から、そのまま現
代弓道の大三に近い位置に打ち起こして、引き分
ける。今回は日本古武道協会の隆盛を願って執行
され、魔障退散七難即滅を祈念した。

小笠原流弓馬術
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持
つ
こ
と
。
二
つ
目
は
他
者
へ
の
思
い
や

り
を
持
つ
こ
と
。
三
つ
目
は
今
、
日
本
に

欠
け
て
い
る
活
力
を
持
つ
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
は
武
道
精
神
を
通
じ
て
培
わ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
本
日
ご
来
会
の
皆
様

に
は
引
き
続
き
、
古
武
道
が
日
本
の
精
神

の
発
露
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
伝
承
さ
れ

て
ま
い
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」

　

来
賓
を
代
表
し
て
高
村
正
彦
武
道
議
員

連
盟
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
古
武
道
は
日
本
の
誇
る
べ
き
伝
統
文
化

で
あ
り
、
武
道
の
源
流
で
す
。
日
本
人
の

精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
武
士
道
で
あ
る

こ
と
は
、
新
渡
戸
稲
造
が
『
武
士
道
』
と

い
う
本
を
書
き
下
ろ
し
て
以
来
、
世
界
中

に
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
武
士
道
精
神
を
最
も
よ
く
現
代
に
伝

え
て
い
る
の
が
武
道
で
す
。
歴
史
上
、
武

士
た
ち
が
直
接
学
ん
だ
武
道
は
皆
様
方
が

継
承
し
て
い
る
古
武
道
で
す
。
ど
う
か
本

日
は
そ
の
素
晴
ら
し
い
古
武
道
の
心
と

技
、
真
髄
を
存
分
に
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

　

本
年
は
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
ロ
シ
ア
連
邦
大

統
領
の
首
脳
会
談
に
よ
り
、
日
露
武
道
交

流
年
と
な
っ
た
。
そ
の
関
係
で
エ
ヴ
ゲ
ー

宝蔵院流高田派槍術

鐘捲流居合術

天道流薙刀術

糸洲流空手 二刀神影流鎖鎌術 金硬流唐手沖縄古武術

円心流居合据物斬剣法
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ニ
ー
・
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
駐
日
ロ
シ
ア
連

邦
特
命
全
権
大
使
と
そ
の
夫
人
が
来
場
さ

れ
、
そ
の
こ
と
が
三
藤
理
事
に
よ
り
紹
介

さ
れ
た
。

　

開
会
式
に
続
い
て
、
恒
例
の
古
武
道
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
の
受
章

者
は
園
部
正
美
（
直
心
影
流
薙
刀
術
第
十

八
代
宗
家
）
と
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
礼

法
小
笠
原
教
場
三
十
一
世
宗
家
）の
両
氏
。

　

い
よ
い
よ
演
武
に
移
り
、
小
笠
原
流
弓

馬
術
が
演
武
始
め
を
務
め
た
。
演
武
は
小

笠
原
流
に
伝
わ
る
歩
射
儀
式
の
中
で
も
重

要
な
儀
式
で
あ
る
蟇ひ
き

目め

の
儀
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
儀
式
は
祈
願
請
願
に
際
し
て
行

わ
れ
る
魔
障
退
散
の
儀
式
で
、
日
本
古
武

道
協
会
設
立
三
十
五
周
年
を
寿
ぎ
、
今
後

の
隆
盛
を
祈
願
し
て
執
行
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
沖
縄
剛
柔
流
武
術
以
降
、
別

掲
の
演
武
順
の
通
り
に
進
み
、
演
武
納
め

に
森
重
流
砲
術
が
登
場
し
た
。
ま
ず
は
礼

射
に
あ
た
る
居い
は

放な
し

を
披
露
。
そ
の
轟
音
に

驚
い
て
泣
き
喚
く
少
女
も
い
た
。
複
数
の

射
手
が
横
一
線
に
並
ん
で
射
撃
す
る
備
そ
な
え

撃う
ち

が
行
わ
れ
、
演
武
納
め
と
な
っ
た
。

　

硝
煙
の
匂
い
が
立
ち
こ
め
る
中
、
山
田

重
夫
日
本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務
局
長

の
閉
会
宣
言
に
よ
り
、
大
会
は
幕
を
下
ろ

し
た
。

尾張貫流槍術

柳生心眼流體術 竹内流柔術日下捕手開山

神道夢想流杖術小野派一刀流剣術

天真正伝香取神道流剣術

タイ捨流剣法
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　直心影流薙刀術の園部正美宗家は演武後のイン
タビューで、功労章受章について、これまで古武
道にかけてきた思いが報われたと語った。演武前
はいつも以上に落ち着いてしまい、程よい緊張感
を取り戻すために一点を見つめて、集中力を取り
戻した。テンションが少し上がるくらいの方が演
武に冴えや減り張りが出るのだという。

直心影流薙刀術
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雲弘流剣術兵法二天一流剣術

鹿島新當流剣術

柳生心眼流甲冑兵法

沖縄剛柔流武術

荒木流拳法神道無念流剣術

溝口派一刀流剣術

卜傳流剣術

示現流兵法剣術

長谷川流和術
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森重流砲術

大東流合気柔術　琢磨会

澁川流柔術柳生新陰流兵法剣術

和道流柔術拳法 荒木流軍用小具足 気樂流柔術

初實剣理方一流剣術
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■
出
場
流
派
・
演
武
者
（
数
字
は
演
武
順
）

１
小
笠
原
流
弓
馬
術
（
神
奈
川
）

▽
三
十
一
世　

小
笠
原
清
忠
、
小
笠
原
清

基
、
吉
田
昌
伸
、
飯
島
陽
一
、
岡
戸
隆
、

星
野
達
郎
、
田
丸
達
男

２
沖
縄
剛
柔
流
武
術
（
沖
縄
）

▽
代
表　

東
恩
納
盛
男
、
寺
内
一
男
、
上
原

米
和
、
山
城
勝
也
、
蔵
元
雅
一

３
兵
法
二
天
一
流
剣
術
（
福
岡
）

▽
宗
家　

岩
見
利
男
、
コ
モ
ン
・
テ
ィ
エ
リ
、

加
治
屋
孝
則

４
竹
内
流
日
下
捕
手
開
山
（
岡
山
）

▽
宗
家　

竹
内
藤
一
郎
、
長
尾
春
義

５
天
道
流
薙
刀
術
（
兵
庫
）

▽
宗
家　

木
村
恭
子
、
砂
川
碧
、
針
本
佳
世

子
、
小
林
静
子
、
佐
藤
孝
子
、
広
瀬
幸
子
、

田
室
美
知
子
、
浦
部
育
子
、
小
野
由
起
子
、

谷
川
睦
美
、
頴
原
和
代
、
稲
田
千
秋
、
小

泉
瑠
美

６
タ
イ
捨
流
剣
法
（
熊
本
）

▽
代
表　

上
原
エ
リ
子
、
山
本
隆
博
、
五
反

博
文
、
佐
藤
友
昭
、
田
添
信
一
郎
、
井
上

義
一

７
柳
生
心
眼
流
體
術
（
栃
木
）

▽
宗
家　

梶
塚
靖
司
、
寺
久
保
敦
也
、
小
林

茂
雄
、
谷
野
文
弥
、
吉
岡
一
紀
、
坂
本
哲

郎
、
藤
澤
勝
也

８
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術
（
沖
縄
）

▽
代
表　

早
坂
義
文
、
大
村
朝
洋
、
早
坂
ゆ

か
り
、
江
幡
妙
子

９
示
現
流
兵
法
剣
術
（
鹿
児
島
）

▽
宗
家　

東
郷
重
賢
、
白
坂
耕
一
、
有
村
博

康
、
藤
村
亨
、
高
橋
幸
司
、
塚
本
嘉
洋
、

デ
ュ
ル
ソ
・
ア
ン
リ
、
末
吉
雄
三
朗
、
ブ

ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、
築

地
克
秀

10
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
（
奈
良
）

▽
宗
家　

一
箭
順
三
、
前
田
繁
則
、
粕
井
隆
、

榎
浪
伸
和
、
尾
野
好
司
、
若
林
幹
雄
、
長

田
眞
男
、
土
屋
明
洋
、
鈴
木
誠
、
西
本
昌

永
11
鐘
捲
流
抜
刀
術
（
岡
山
）

▽
宗
家　

楢
原
正
士
、
楢
原
弘
之
、
柚
木
一

男
、
河
野
広
司
、
俣
野
勝
美
、
島
田
和
行

12
二
刀
神
影
流
鎖
鎌
術
（
高
知
）

▽
宗
家　

島
村
収
、
樋
口
功
、
細
川
隆

13
澁
川
流
柔
術
（
大
阪
）

▽
師
範　

吉
野
明
嗣
、
五
嶋
有
気
、
東
英
章

14
雲
弘
流
剣
術
（
熊
本
）

▽
宗
家　

井
上
弘
道
、
井
上
照
貴

15
荒
木
流
軍
用
小
具
足
（
埼
玉
）

▽
戸
叶
秀
俊
、
坂
本
浩
一
、
片
桐
克
彦
、
豊

田
良
樹
、
山
内
秀
記
、
千
葉
明
、
矢
吹
仁

志
16
糸
洲
流
空
手
（
神
奈
川
）

▽
宗
家　

坂
上
節
明
、
楠
原
清
誌

17
初
實
剣
理
方
一
流
剣
術
（
岡
山
）

▽
宗
家　

植
月
求
、
植
月
重
幸
、
星
島
伸
二
、

正
木
英
登

18
神
道
夢
想
流
杖
術
（
福
岡
）

▽
代
表　

波
止
成
徳
、
篠
原
武
、
光
廣
勝
人
、

神
代
孝
一
、
福
田
博
文
、
江
藤
友
子
、
坂

上
亨

19
直
心
影
流
薙
刀
術
（
奈
良
）

▽
宗
家　

園
部
正
美
、　

荻
原
晴
子

20
柳
生
新
陰
流
兵
法
（
愛
知
）

▽
宗
家　

柳
生
耕
一
厳
信
、
鈴
木
泰
充
、
柴

田
幸
芳
、
星
川
宣
禎
、
渕
上
俊
顕
、
葭
谷

努
21
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会
（
兵
庫
）

▽
森
恕
、
川
辺
武
史
、
芝
田
彰
祐
、
山
本
敦

史
、
小
林
明
彦
、
吉
田
英
洋
、
吉
田
浩
子

22
円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法
（
大
阪
）

▽
山
田
恭
史
、
濱
先
康
彰
、
高
槻
幸
雄
、
山

口
哲
男
、
片
野
美
佐

23
和
道
流
柔
術
拳
法
（
東
京
）

▽
宗
家　

大
塚
博
紀
、
井
上
義
孝

24
卜
傳
流
剣
術
（
青
森
）

▽
宗
家　

小
山
秀
弘
、
小
山
隆
秀

25
尾
張
貫
流
槍
術
（
愛
知
）

▽
第
十
三
世
継
承
者　

加
藤
伊
三
男
、
下
村

幸
裕
、
下
村
直
樹
、
神
戸
信
夫
、
藤
原
正

道
、
毛
利
圭
介
、
神
戸
渓
太
、
横
地
浩
紀
、

マ
イ
ケ
ル
・
カ
ー
ン
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ク

ラ
ッ
プ
、
森
治
紀
、
神
原
会
弥
、
三
木
信

輔
、
山
内
一
統
、
佐
藤
宏
典
、
赤
羽
根
大

介
、
小
池
祐
紀
、
若
尾
洋
子
、
三
尋
木
咲
、

新
小
田
次
徳

26
溝
口
派
一
刀
流
剣
術
（
福
島
）

▽
代
表　

長
沼
悟
詮
、
星
充

27
長
谷
川
流
和
術
（
埼
玉
）

▽
宗
家　

桑
原
巡
、
倉
田
勝
己
、
中
前
裕
治
、

逸
見
彰
一

28
鹿
島
新
當
流
剣
術
（
茨
城
）

▽
原
正
俊
、
今
井
淳
也
、
橋
本
大
、
横
尾
廣

美
、
畳
屋
敏
治
、
岡
見
安
宏
、
内
田
栄
一
、

岡
見
安
定

29
柳
生
心
眼
流
甲
冑
兵
法
（
岩
手
）

▽
総
本
部
長　

星
國
雄
、
高
橋
健
之
、
鈴
木

亮
一
、
豊
田
猛
、
酒
井
直
、
古
澤
伸
一

30
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
（
千
葉
）

▽
大
竹
信
利
、
京
増
重
利
、
荒
野
祥
司
、
成

毛
弘
、
土
井
研
二

31
荒
木
流
拳
法
（
群
馬
）

▽
宗
家　

菊
池
邦
光
、
永
田
仁
志
、
菊
池
京

一
、
西
川
二
郎
、
細
野
桂
一
、
鈴
木
荒
一
、

坂
口
良
幸
、
鈴
木
崇
史

32
神
道
無
念
流
剣
術
（
東
京
）

▽
館
長　

小
川
武
、
中
島
宏
之
、
元
浦
年
康
、

萩
崎
昭
、
齊
藤
政
文
、
中
舘
秀
光
、
落
合

毅
、
土
屋
正
則
、
児
玉
隆
秀
、
高
田
一
男
、

城
崎
建
太
郎
、
玉
根
純
也
、
永
楽
宏
尚

33
気
樂
流
柔
術
（
群
馬
）

▽
宗
家　

飯
嶌
文
夫
、
飯
嶌
雅
史
、
飯
嶌
幸

34
小
野
派
一
刀
流
剣
術
（
東
京
）

▽
宗
家　

笹
森
建
美
、
平
田
富
峰
、
矢
吹
裕

二
、
石
﨑
徹

35
森
重
流
砲
術
（
千
葉
）

▽
名
誉
師
範　

小
野
尾
正
治
、
村
上
藤
次

郎
、
青
木
孝
、
角
替
進
、
斉
藤
一
博
、
片

山
直
巳
、
石
井
和
己
、
布
川
誠（

敬
称
略
）

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

好評発売中

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
９
６
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

直
接
取
材
に
よ
る
２
０
０
０
枚
の
写
真
と
豊
富
な
資
料
で
古
流
の
全
貌
を
紹
介
！

横
瀬

　知
行

古
流
武
術
研
究
家

著

日本の古武道には長い歴史と伝統があり、流祖に始ま
る一子相伝の脈々たる生命の大河を貫く知恵と経験が
一つの見事な体系となって現代に伝えられている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462 頁 ）
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ニュース

　

日
本
古
武
道
協
会
設
立
三
十
五
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
の
は
、
大

雪
の
当
日
。
朝
か
ら
一
向
に
や
む
気
配
を

見
せ
る
こ
と
な
く
深
々
と
降
り
続
き
、
夕

刻
に
は
足
が
埋
も
れ
る
ほ
ど
の
積
雪
と
な

っ
た
。
交
通
機
関
の
乱
れ
も
あ
り
、
来
場

状
況
が
心
配
さ
れ
る
中
で
の
開
催
と
な
っ

た
が
、
欠
席
者
は
少
な
く
、
200
名
が
集
ま

っ
て
定
刻
の
午
後
５
時
に
開
会
し
た
。

　

開
会
宣
言
は
山
田
重
夫
日
本
古
武
道
協

会
理
事
・
事
務
局
長
が
行
っ
た
。
国
歌
斉

唱
の
後
、
松
永
光
日
本
古
武
道
協
会
会
長

（
日
本
武
道
館
会
長
）
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

　
「
我
が
国
は
先
輩
た
ち
の
多
大
な
努
力
で

道
徳
の
行
き
渡
っ
た
国
と
な
り
ま
し
た

が
、
現
代
、
そ
れ
は
乱
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

道
徳
心
を
再
び
復
興
し
、
素
晴
ら
し
い
日

本
人
、
よ
り
良
い
日
本
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
そ
の
前
提
に
あ
る
武
道
精
神
を
奮
い

立
た
せ
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
の
で

す
。
国
に
お
い
て
も
、
中
学
校
で
武
道
が

必
修
と
な
り
ま
し
た
。
若
者
に
対
し
て
武

　

日
本
古
武
道
演
武
大
会
前
日
の
２
月
８
日
、
日
本
古
武
道
協
会

設
立
三
十
五
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
エ
ド
モ
ン
ト
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
行
わ
れ
、
全
国
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
200
名
が
盛
大
に
三
十
五
周
年
を
祝
っ
た
。

設
立
三
十
五
周
年
を

200
名
で
盛
大
に
祝
う

日
本
古
武
道
協
会
設
立
三
十
五
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

臼井日出男
日本古武道協会理事長

松永　光
日本古武道協会会長

鏡開き

乾杯
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道
精
神
が
教
育
の
基
本
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
示
す
た
め
、
皆
様
に
も
結
束
し
て
い

た
だ
き
、
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
明
日
の
演
武
大
会
は
、
そ

う
い
う
意
味
で
も
、
非
常
に
意
義
あ
る
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
武
道
、

古
武
道
、
そ
し
て
道
徳
を
よ
り
一
層
立
派

な
も
の
に
す
る
た
め
、
皆
様
の
さ
ら
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
」

　

続
い
て
、
臼
井
日
出
男
日
本
古
武
道
協

会
理
事
長
（
日
本
武
道
館
理
事
長
）
が
挨

拶
を
述
べ
た
。

　
「
古
武
道
は
我
が
国
の
歴
史
と
伝
統
の
中

で
培
わ
れ
、
育
っ
て
き
た
現
代
武
道
の
原

点
で
あ
り
ま
す
。
戦
後
の
厳
し
い
環
境
の

中
で
も
、
私
た
ち
の
先
輩
は
し
っ
か
り
と

武
道
・
古
武
道
を
守
っ
て
、
今
日
ま
で
繋

い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
人
の
方
々
の

ご
苦
労
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
私
は
、
日
本
に

と
か
く
欠
け
が
ち
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

三
つ
あ
る
と
い
う
お
話
を
常
に
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
、

他
者
へ
の
思
い
や
り
、
そ
し
て
元
気
さ
・

活
力
。こ
の
三
つ
を
し
っ
か
り
と
堅
持
し
、

高
揚
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
35
周

年
を
機
に
、
こ
の
日
本
精
神
が
さ
ら
に
高

揚
し
て
い
き
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
の
ご

指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

こ
こ
で
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た
。
松
永

会
長
、
臼
井
理
事
長
、
三
藤
芳
生
日
本
古

武
道
協
会
常
任
理
事（
日
本
武
道
館
理
事
・

事
務
局
長
）、
山
田
理
事
・
事
務
局
長
が
、

合
図
で
一
斉
に
木
槌
を
振
り
下
ろ
す
と
、

勢
い
良
く
鏡
が
開
き
、
祝
い
の
ム
ー
ド
が

高
ま
っ
た
。

　

全
員
に
樽
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
三
藤
常

任
理
事
の
言
葉
で
乾
杯
し
た
。

　
「
古
武
道
協
会
三
十
五
周
年
の
先
達
の
い

ろ
い
ろ
な
ご
尽
力
に
心
か
ら
の
感
謝
の
誠

を
さ
さ
げ
、
ま
た
、
日
本
が
誇
る
古
武
道

の
ま
す
ま
す
の
発
展
・
振
興
を
祈
念
し
て
、

高
ら
か
に
杯
を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

出
席
者
は
流
派
の
枠
を
越
え
て
古
武
道

談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
雪
の
夜
の
静
け
さ

と
は
対
照
的
に
、
大
変
賑
や
か
な
祝
賀
会

と
な
っ
た
。

心技体 人を育てる総合誌




